
06：45～ 競りの開始

09：00～ 事務作業
Q  岩手の生産者へメッセージ
A  産地との距離が近い「顔が見える」関係を
大切にしたいと思っています。資材などの
コスト高を価格に反映するようにしたり、
鮮度のいいものを速やかに販売店に届け
地産地消を実践するなど、生産者の安定
収入をバックアップしていきます。

Q JA全農いわてへの期待
A  JA全農いわてから出荷していただいてい
る野菜は、本社の取扱数量の20 ～ 25％
のシェアを占めています。　

　 ７～９月のハイシーズンは岩手県産野菜
が中心となっているため安定的な出荷を
お願いしたいです。

盛岡市中央卸売市場（青果部）

消
費
者

丸モ盛岡中央青果（株）

産
地（
生
産
者
）

Ｊ  

Ａ

Ｊ
Ａ
全
農
い
わ
て

仲
卸
業
者（
８
社
）

売
買
参
加
者（
71
者
）

卸
売
業
者（
１
社
）

小
売
店
・
飲
食
店
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盛岡市中央卸売市場 を見学しました
卸
売
市
場
は
、全
国
か
ら
商
品
が
集
ま
り
、取
引

さ
れ
る
流
通
拠
点
で
す
。市
場
の
開
設
者（
都
道
府

県
や
自
治
体
）か
ら
認
定
さ
れ
た
卸
売
業
者（
大
卸
）

が
商
品
を
市
場
に
集
め
、仲
卸
業
者
に「
競
り
」「
相

対
」等
の
方
法
で
販
売
し
ま
す
。

市
場
が
あ
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
産
地
の
多
種

多
様
な
品
目
・
品
種
、等
級
、階
級（
サ
イ
ズ
な
ど
）の

商
品
を
大
量
に
集
め
、販
売
先
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

効
率
よ
く
分
荷
・
販
売
す
る
こ
と
が
可
能
に
。ま
た
、

日
々
の
取
引
結
果
が
公
表
さ
れ
る
の
で
、公
正
で
透
明

性
の
高
い
価
格
が
形
成
さ
れ
る
ほ
か
、需
要
と
供
給
に

関
わ
る
情
報
を
受
発
信
す
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、私
た
ち
は「
盛
岡
市
中
央
卸
売
市
場
」の
青

果
部
を
訪
問
。い
わ
て
純
情
野
菜
が
、ど
の
よ
う
に

流
通
し
て
い
る
の
か
を
見
学
し
ま
し
た
。

８
月
号
で
は
、「
い
わ
て
純

情
野
菜
が
食
卓
に
届
く
ま
で
」

の
流
れ
と
本
会
が
行
っ
て
い

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
し
た
。

９
月
号
で
は
本
会
の
取
引
先

で
あ
る
丸
モ
盛
岡
中
央
青
果
株

式
会
社
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

取
締
役
部
長
の
鎌
田
広
正
さ

ん
に
盛
岡
市
中
央
卸
売
市
場
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卸
売
市
場
は
、流
通
の「
は
じ
ま
り
の
場
所
」

所　在　地 盛岡市羽場10地割100番地

開　設　者 盛岡市

取扱品目の部類・青果部　・水産部

入場業者・団体

卸売業者（青果１、水産１）

仲卸業者（青果８、水産４）

売買参加者（青果71、水産37）

関連事業者（資材など）21

■盛岡市中央卸売市場の概要

J
A
全
農
い
わ
て
の
取
り
組
み

盛
岡
市
中
央
卸
売
市
場
を
は
じ
め

と
す
る
主
要
市
場
と
連
携
し
、い
わ
て

純
情
野
菜
の
流
通
・
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。日
頃
の
情
報
交
換
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、量
販
店
の
バ
イ
ヤ
ー
を

産
地
に
招
待
し
た
収
穫
体
験
や
生
産
者

が
市
場
で
い
わ
て
純
情
野
菜
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
機
会
を
企
画
す
る
な
ど
、産
地

と
買
い
手
が
お
互
い
に
理
解
を
深
め
る

「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」に
力
を

い
れ
て
い
ま
す
。

J
A
を
通
し
て
出
荷
す
る
青
果
物（
系

統
出
荷
）の
大
部
分
に
使
わ
れ
て
い
る

「
J（
純
情
産
地
）
I（
い
わ
て
）」の
ロ

ゴ
の
入
っ
た
タ
ン
ボ
ー
ル
。全
国
か
ら
商

品
が
大
量
に
集
ま
る
市
場
で「
純
情
産
地

い
わ
て
」を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、お
よ

そ
30
年
前
に
デ
ザ
イ
ン
を
作
成
し
、商
標

登
録
し
ま
し

た
。
市
場
に

ず
ら
り
と
並

ぶ「
J
I
ラ
イ

ン
」
は
、
遠
く

か
ら
で
も
目

を
引
く
ア
イ

コ
ン
に
な
っ

て
い
ま
す
。

代
金
決
済
は
、本
会
が
窓
口
と
な
り

確
実
な
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。生
産

者
に
と
っ
て
は
、代
金
回
収
リ
ス
ク
が

解
消
さ
れ
る
た
め
、生
産
に
集
中
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

産地と買い手をつなぐ関係づくり岩手県産の証「JIライン」確実な販売と代金精算

丸モ盛岡中央青果
株式会社

岩手県内唯一の中
央卸売市場（国が認
定する市場）である
「盛岡市中央卸売
市場」の卸売業者と
して、全国各地から
新鮮な青果物を集荷
し、県内に安定供給
しています。

全国各地から青果物が続々到着。生産者が個人
で持ち込みをすることもあります。

丸モ盛岡中央青果（株）
取締役部長 鎌田広正さん

05：30～ 荷捌き

市場での取引には、複数の買い手が競争し取引価格
を決める「競り」と、売り手と買い手が１対１で交渉し
て数量や価格を決める「相対取引」があります。

取引が終わったあとは、事務処理や産地
との連絡・出荷要請、注文対応などを行
います。

市
場
見
学
は
動
画
で
も
公
開
し
て
い
ま
す

仲卸業者が競りや相対取引で購入した
商品は、販売先ごとに小分けされ配送さ
れます。

07：00～ 小分け・配送

当社は5時半から14時半が就業
時間。朝早いのは大変だけど今
はもう慣れましたし、その分仕事
が終わるのも早いので、１日を有
意義に使えます。

JA全農いわて YouTubeアカウント

市場案内編

JA全農いわてとのつながり編

鎌田さんに
聞きました

卸売業者（大卸）

■産地から消費者に野菜が届くまで
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発
生
動
向
と
被
害

近
年
、紋
枯
病
が
目
立
つ
と
の
声
を
良
く

聞
き
ま
す
。県
病
害
虫
防
除
所
の
調
査
に

よ
る
と
、平
成
26
年
以
降
発
生
圃
場
率
が

高
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
は
、発
生
程
度
の
高
い
圃
場
が

平
年
よ
り
や
や
多
く
、翌
年
の
防
除
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
発
病
度（
※
）10
を
超
え

る
圃
場
が
前
年
の
約
２
倍
と
な
る
約
３
割
で

（
図
）、止
葉
葉
鞘
の
発
病
又
は
枯
死
も
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

紋
枯
病
は
、病
斑
が
上
位
の
葉
鞘
に
進

展
す
る
ほ
ど
被
害
が
大
き
く
、止
葉
次
葉

以
上
に
達
す
る
と
、稔
実
歩
合
及
び
千
粒

重
が
低
下
し
て
減
収
率
が
高
く
な
り
ま

す
。ま
た
、茶
米
や
死
米
が
増
加
し
、品
質

に
も
影
響
し
ま
す
。

※
発
病
度
：
発
病
葉
鞘
等
の
基
準
に
よ
り

程
度
別
株
数
を
調
査
し
て
算

出
。発
病
度
20
以
上
で
減
収
。

発
生
条
件

伝
染
源
は
、被
害
わ
ら
に
形
成
さ
れ
、圃

場
内
に
落
下
し
た
菌
核
で
す
。従
っ
て
、多

発
し
た
圃
場
で
は
、翌
年
も
多
発
し
や
す
い

で
す
。

越
冬
し
た
菌
核
は
、代
掻
き
時
に
水
面
に

浮
上
し
、株
元
に
付
着
し
、そ
の
後
、侵
入
・

感
染
し
ま
す
。本
県
で
の
初
発
は
７
月
上
旬

〜
中
旬
頃（
写
真
１
）で
、そ
の
後
、発
病
茎

及
び
発
病
株
が
増
加
し
、上
位
葉
鞘
へ
進
展

水稲の紋枯病
箱施用剤で効率的に防除

害
虫
と
同
時
防
除
が
可
能
と
な
って
い
ま
す
。

箱
施
用
剤
に
よ
る
紋
枯
病
防
除
を
実
施

し
、９
月
収
穫
期
の
発
病
度
が
10
〜
13
未
満

（
例
：
発
病
株
率
20
％
未
満
、か
つ
病
斑
の

大
部
分
が
第
２
葉
鞘
以
下
）と
低
い
場
合
に

は
、翌
年
の
防
除
を
省
略
で
き
ま
す
。

昨
年
、県
央
部
の
多
発
圃
場
で
行
っ
た
試

験
で
は
、無
処
理
の
発
病
度
40
〜
42
に
対

し
、箱
施
用
剤
２
剤
の
発
病
度
は
20
〜
22
と

減
収
を
回
避
で
き
る
レ
ベル
で
し
た
。

翌
年
の
防
除
を
省
略
で
き
る
発
病
度
に

は
達
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、２
年
連
続
施
用

と
な
る
よ
う
試
験
を
継
続
し
、箱
施
用
剤
に

よ
る
紋
枯
病
の
隔
年
防
除
体
系
を
提
示
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
ま
す（
写
真
２
）。基
本
的
に
高
温
多
雨

の
年
に
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
田
で
の
防
除
要
否
の
判
断

穂
ば
ら
み
末
期（
７
月
末
〜
８
月
上
旬
）

に
畦
畔
際
を
調
査
し
、発
病
株
率
が
早
生

〜
中
生
種
で
15
％
、晩
生
種
で
20
％
以
上
の

場
合
は
、出
穂
直
前
ま
で
に
必
ず
防
除
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
が
、高
温
下
で
の
調

査
等
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
か
、あ
ま
り
防

除
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

箱
施
用
剤
に
よ
る
隔
年
防
除
の
可
能
性

近
年
、紋
枯
病
に
効
果
の
高
い
育
苗
箱
施

用
剤
が
複
数
登
録
さ
れ
、葉
い
も
ち
や
初
期

写真1
7月15日に県央で発生を確認
（病斑の高さ16cm）

写真２
止葉葉鞘まで激発した被害株

営農支援部
営農技術課

中南  博

岩
手
県
Ｊ
Ａ
稲
作
部
会
連
絡
協
議
会
視
察
研
修

令
和
7
年
7
月
29
日（
火
）

本
会
が
事
務
局
を
務

め
る
岩
手
県
Ｊ
Ａ
稲
作

部
会
連
絡
協
議
会
は
、

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
管
内
の

岩
手
町
に
あ
る
圃
場
で
、

岩
手
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
新

品
種「
白
銀
の
ひ
か
り
」

の
視
察
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。

「
白
銀
の
ひ
か
り
」は
、

岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
で「
銀
河
の
し
ず
く
」

を
母
に
持
ち
、「
ふ
系

２
４
３
号
」
を
掛
け
合

わ
せ
、10
年
以
上
を
費
や
し
て
育
成
し
た
品
種
で
、倒
伏
に
強

く
、多
収
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
日
の
視
察
研
修
に
は
県
内
６
Ｊ
Ａ
か
ら
生
産
者
・
Ｊ
Ａ

職
員
14
名
が
参
加
し
、新
た
な
品
種
を
視
察
す
る
こ
と
で
、水

稲
栽
培
に
対
す
る
視
野
を
ひ
ろ
げ
、栽
培
技
術
向
上
の
一
助
と

し
ま
し
た
。

同
協
議
会
の
川
村
厚
会
長
は「
栽
培
方
法
は
地
域
に
よ
っ
て

も
微
妙
に
違
う
。他
地
域
を
参
考
に
し
な
が
ら
、生
産
者
一
人

ひ
と
り
が
生
産
技
術
を
自
分
の
も
の
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。白

銀
の
ひ
か
り
が
継
続
的
な
収
量
安
定
に
貢
献
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ

「
い
わ
て
純
情
野
菜
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」

令
和
7
年
7
月
29
日（
火
）

岩
手
県
と
本
会
は
、東

京
都
の
大
田
市
場
で「
い

わ
て
純
情
野
菜
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
」を
実
施
し
ま

し
た
。達
増
拓
也
岩
手

県
知
事
、伊
藤
清
孝
Ｊ
Ａ

岩
手
県
五
連
会
長
、県

内
各
Ｊ
Ａ
の
組
合
長
を

は
じ
め
、関
係
者
が
出
席

し
ま
し
た
。

達
増
知
事
は
「
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
し

て
い
る
大
谷
翔
平
選
手

や
菊
池
雄
星
選
手
も
食

べ
て
育
っ
た
岩
手
の
野
菜
を
、ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。続
い
て
伊
藤
会
長
が「
昨
年
は
高
温
障
害

で
物
量
が
整
わ
ず
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
が
、今
年
は
一
層
の

高
温
対
策
を
行
い
、感
激
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
い
い
野
菜
を
お

届
け
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
」と
呼
び
か
け
る
と
、会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、ピ
ー
マ
ン
と
ト
マ
ト
の「
野
菜
詰
め
合
わ
せ
」を
会
場

に
集
ま
っ
た
市
場
関
係
者
に
配
布
し
用
意
し
た
１
０
０
セ
ッ
ト

は
５
分
も
か
か
ら
ず
に
配
り
終
わ
り
ま
し
た
。

花
巻
東
高
校
野
球
部
へ
県
産
農
畜
産
物
贈
呈

令
和
7
年
7
月
31
日（
木
）

３
年
連
続
13
回
目
の

甲
子
園
出
場
と
な
る
花

巻
東
高
校
野
球
部
の
活

躍
を
祈
念
し
、Ｊ
Ａ
い
わ

て
花
巻
と
本
会
は
７
月

31
日
、花
巻
東
高
等
学
校

で「
第
１
０
７
回
全
国
高

等
学
校
野
球
選
手
権
大

会
出
場
記
念
贈
呈
式
」

を
開
催
し
ま
し
た
。贈
呈

式
に
は
花
巻
東
高
校
野

球
部
の
選
手
を
は
じ
め
、

Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
の
金
田

伸
代
表
理
事
専
務
や
本

会
の
畠
山
正
副
本
部
長
が
出
席
し
、Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
か
ら
花

巻
産
ひ
と
め
ぼ
れ
１
２
０
㎏
と
金
一
封
、本
会
か
ら
い
わ
て
純
情

豚
１
頭
分
と
金
一
封
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

畠
山
副
本
部
長
は「
春
の
結
果
を
チ
ー
ム
で
向
き
合
っ
て
、準

備
し
た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
。甲
子
園
で
の
勝
利
を
期
待
し
ま

す
」と
激
励
し
ま
し
た
。続
い
て
金
田
専
務
は「
Ｊ
Ａ
か
ら
練
習

を
し
て
い
る
姿
を
見
て
い
た
。米
、肉
を
食
べ
て
ベ
ス
ト
８
以
上

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
選
手
ら
を
応
援
し
ま
し

た
。選
手
代
表
は「
地
域
の
方
々
の
応
援
が
あ
っ
て
野
球
に
専
念

で
き
て
い
る
。花
巻
東
の
強
み
で
あ
る
粘
り
強
い
野
球
で
一
生
懸

命
戦
っ
て
く
る
」と
話
し
ま
し
た
。

達増知事、伊藤会長を囲んで記念撮影

花巻東高校野球部に県産農畜産物が贈られました

岩手県ＪＡ稲作部会連絡協議会の川村厚会長

●各事業部プロミス活動 ●

「純情産地いわて」が目指す「理想像」その3つの柱。

「つなげる」

「ひろげる」

「根を張る」

いわての農業を継承し、
価値を高め、
未来へ繋げる。

生産者とともに、
その想いを

消費者の食卓へと
広げる。

地域社会の
一員として、
強く根を張る。
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りんご高密植わい化栽培

園
芸
部
園
芸
特
産
課
で
は
、園
芸
部
門
の「
果
実
」「
花
き
」「
乾
し
い
た
け
」事
業
を
担
当

し
て
お
り
、Ｊ
Ａ
や
県
関
係
機
関
、販
売
先
と
連
携
し
生
産
基
盤
の
強
化
お
よ
び
販
売
関
連

業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
振
興
対
策
と
し
て
は
、園
芸
産
地
確
立
事
業
に
よ
る
規
模
拡
大
等
に
向
け
た
生
産

者
支
援
等
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

販
売
対
策
と
し
て
は
、買
取
販
売
を
通
じ
た
生
産
者
の
手
取
り
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、輸
送
対
策
と
し
て
は
、り
ん
ご
の
パ
レ
ッ
ト
輸
送
の
拡
大
や
、花
き
市
場
気
付
輸

送
の
新
規
取
り
組
み
を
お
こ
な
い
、輸
送
の
効
率
化
と
安
定
的
な
物
流
の
確
保
を
す
す
め

て
い
ま
す
。

1.

生
産
振
興
対
策

◉
り
ん
ご
の
新
植
・
改
植
苗
木
代
助
成
、り
ん
ど
う
の
栽
培
拡
大
助
成
事
業

◉
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
資
材
の
有
効
性
検
証
と
導
入
推
進

◉「
り
ん
ご
高
密
植
栽
培
」の
普
及
検
討
と
、新
果
樹
品
目「
も
も
」の
試
験
栽
培

◉「
り
ん
ど
う
」の
新
た
な
栽
培
体
系
の
実
証
試
験
と
推
進
強
化

2.

販
売
対
策

◉
重
点
市
場
へ
の
出
荷
拡
大
と
直
接
販
売
取
引
の
拡
大

◉
り
ん
ご
の
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種（
紅
ロ
マ
ン
・
紅
い
わ
て
・
は
る
か
）の
買
取
販
売

◉
り
ん
ど
う
の
買
取
販
売
に
よ
る
生
産
者
手
取
り
確
保
と
、需
要
期
へ
の
責
任
供
給

◉
乾
し
い
た
け
の
買
取
販
売
に
よ
る
包
装
加
工
付
加
価
値
販
売
と
生
産
者
手
取
り
の
安
定
化

◉
り
ん
ご
の
パ
レ
ッ
ト
利
用
拡
大
と
花
き
市
場
気
付
輸
送
に
よ
る
物
流
の
効
率
化

◉
県
内
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
や
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等
に
よ
る
販
売
促
進

園
芸
部
園
芸
特
産
課
の
取
り
組
み

各事業部における活動を紹介します。今回は園芸部園芸特産課の生産振興・販売対策です。

各事業部の取り組み

原木椎茸

りんどう千鳥疎植栽培

いわての牛肉フェア▼

盛
岡
つ
な
ぎ
温
泉
全
旅
館
で
９

月
１
日（
月
）〜
３０（
日
）の
期
間「
い

わ
て
の
牛
肉
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま

す
。
期
間
中
、盛
岡
つ
な
ぎ
温
泉
の

対
象
施
設
で「
い
わ
て
牛
」を
使
用

し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

■
期
間
…
９
月
1
日（
月
）〜

　
　
　
　

９
月
30
日（
火
）

■
実
施
店
舗
・
対
象
施
設

●

湯
守
ホ
テ
ル
大
観
、
ホ
テ
ル
紫
苑
、
愛
真
館
、
四
季
亭
、

　
　

旅
染
屋
山
い
ち
、
丸
家
旅
館
、
清
温
荘
、
三
代
目
山
新

本
会
が
特
別
協
賛
す
る
「
つ
な
ぎ
で
つ
な
ぐ
盛
岡
さ
ん
さ
踊

り
」
は
ホ
テ
ル
紫
苑
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
…
11
月
ま
で
は
毎
日
、12
月
〜
３
月
ま
で
は
金
、土
、日
曜
日

（
１
月
２
〜
４
日
を
除
く
）

こ
の
公
演
は
盛
岡
つ
な
ぎ
温
泉
観
光
協
会
が
、温
泉
利
用
者
に

い
つ
で
も
さ
ん
さ
踊
り
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、岩
手
県
全
体
の
観

光
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
２
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
、今

年
で
６
年
目
と
な
り
ま
す
。盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
振
興
協
議
会
に
所

属
す
る
団
体
が
交
代
で
出
演
し
、盛
岡
つ
な
ぎ
温
泉
観
光
協
会
に

加
盟
す
る
９
施
設
の
宿
泊
利
用
者
が
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

本
会
で
は
、協
賛
を
通
じ
て
温
泉
利
用
客
に
県
産
農
畜
産
物
の

Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

［フェア期間］ 令和７年９月１日（月）～９月３０日（火）［フェア期間］ 令和７年９月１日（月）～９月３０日（火）
「いわて牛」とは？ ～日本の頂点を極めた「旨さ」をあなたにも～
岩手県内で生産された黒毛和種で、歩留等級「B」以上、肉質等級「３」以上
の霜降り牛肉のことです。
全国肉用牛枝肉共励会において最多１１回の日本一に輝いている日本最
高級のブランド牛です。

➀牛の品種が黒毛和種であること　➁肉質等級が「３」以上であること　➂歩留り等級が「B」以上であること
➃最長・最終「飼養地」が「岩手県」であること

以下の基準を満たす「牛枝肉」を、「いわて牛」と定義しています。

C5 B5 A5

C4 B4 A4

C3 B3 A3

C2 B2 A2

C1 B1 A1

歩留りが良い

い
わ
て
牛

肉
質
が
良
い

いわて
牛五ツ星

いわて牛
公式キャラクター
チャンプくん

期間中、温泉内の下記旅館ではいわて牛・岩手県産牛を使用したお食事を提供します。※プランの詳細については各旅館へお問い合わせください。

（いわて牛・岩手県産牛）

● つなぎ温泉観光協会ホームページ　https://tsunagionsen.com/ ●
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